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★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式
信 託 期 間 約10年間（2011年６月13日～2021年６月11

日）
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象
当 フ ァ ン ド

イ．アムンディ・アグリ・アッ
プストリーム株ファンド（適
格機関投資家専用）の受益証
券
ロ．ダイワ・マネー・マザー
ファンドの受益証券

ダイワ・マネー・
マザーファンド 本邦通貨表示の公社債

当ファンド
の運用方法

①主として、投資するファンドを通じて、世界の
人口拡大等による食糧需要増大を受け、今後成長
が期待できる農業関連企業の株式に投資すること
により、信託財産の成長をめざします。
②株式への投資にあたっては、海外の農業関連企
業の中から川上分野の企業の株式を投資対象と
し、高い成長が期待できる銘柄に投資します。
③当ファンドは「アムンディ・アグリ・アップス
トリーム株ファンド（適格機関投資家専用）」と
「ダイワ・マネー・マザーファンド」に投資する
ファンド・オブ・ファンズです。「アムンディ・
アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関
投資家専用）」の投資割合を通常の状態で高位に
維持することを基本とします。

マザーファンド
の 運 用 方 法

①わが国の公社債を中心に安定運用を行ないま
す。
②邦貨建資産の組み入れにあたっては、取得時に
第二位（Ａ－２格相当）以上の短期格付であり、
かつ残存期間が１年未満の短期債、コマーシャ
ル・ペーパーに投資することを基本とします。

組 入 制 限
当ファンドの投資信託
証 券 組 入 上 限 比 率 無制限
マザーファンドの株式
組 入 上 限 比 率

純資産総額の30％以
下

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、基
準価額の水準等を勘案して分配金額を決定しま
す。ただし、分配対象額が少額の場合には、分配
を行なわないことがあります。

ダイワ／アムンディ
食糧増産関連ファンド

運用報告書（全体版）
第７期

（決算日　2018年６月12日）

受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
　さて、「ダイワ／アムンディ食糧増産関連
ファンド」は、このたび、第７期の決算を行
ないました。
　ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ
ます。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 ＭＳＣＩコクサイ指数(円換算)

公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率

純 資 産
総 額（分配落） 税込み

分配金
期 中
騰落率 (参考指数) 期 中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

３期末(2014年６月12日) 11,725 1,000 18.3 17,251 26.4 0.4 96.2 2,878
４期末(2015年６月12日) 13,104 1,300 22.8 21,334 23.7 0.3 96.7 2,849
５期末(2016年６月13日) 10,466 0 △20.1 17,256 △19.1 0.1 98.7 1,908
６期末(2017年６月12日) 11,134 700 13.1 20,647 19.6 0.0 98.7 1,659
７期末(2018年６月12日) 11,833 100 7.2 23,035 11.6 － 99.5 1,394
（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注２）ＭＳＣＩコクサイ指数（円換算）は、ＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．の承諾を得て、ＭＳＣＩコクサイ指数（米ドルベース）をもとに円換算し、当ファン

ド設定日を10,000として大和投資信託が計算したものです。ＭＳＣＩコクサイ指数（米ドルベース）は、ＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．が開発した株価
指数で、同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．に帰属します。またＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．は、同指数の内容
を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

（注３）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注４）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注５）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

運用経過

基準価額等の推移について

（注）期末の基準価額は分配金込みです。
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■基準価額の主な変動要因
　保有する北米企業の株価が堅調に推移したことや、ユーロおよび英ポンドが対円で上昇したことがプ
ラス要因となり、基準価額は上昇しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

■基準価額・騰落率
期　首：11,134円
期　末：11,833円（分配金100円）
騰落率：7.2％（分配金込み）
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

年 月 日
基 準 価 額 ＭＳＣＩコクサイ指数(円換算) 公 社 債

組 入 比 率
投 資 信 託
受 益 証 券
組 入 比 率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2017年６月12日 11,134 － 20,647 － 0.0 98.7

６月末 11,111 △ 0.2 20,936 1.4 0.0 98.1
７月末 11,304 1.5 21,085 2.1 0.0 98.3
８月末 11,254 1.1 20,958 1.5 － 98.6
９月末 11,863 6.5 21,894 6.0 － 98.2
10月末 12,091 8.6 22,375 8.4 － 98.2
11月末 12,225 9.8 22,492 8.9 － 98.3
12月末 12,606 13.2 23,156 12.2 － 99.2

2018年１月末 12,497 12.2 23,402 13.3 － 99.3
２月末 11,818 6.1 22,309 8.1 0.0 98.9
３月末 11,198 0.6 21,314 3.2 － 99.5
４月末 11,477 3.1 22,226 7.7 － 99.5
５月末 11,582 4.0 22,226 7.7 － 99.9

（期末）2018年６月12日 11,933 7.2 23,035 11.6 － 99.5
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

投資環境について (2017.６.13～2018.６.12)

■株式市況
　グローバル株式市況は、おおむね堅調に推移しました。期首より、先進各国の金融政策をめぐる思惑
や北朝鮮情勢に対する懸念の高まりなどが上値抑制要因となったものの、良好なマクロ環境や企業業績、
米国での税制改革法成立などを受けて、2018年１月にかけて大きく上昇しました。その後、ＦＲＢ
（米国連邦準備制度理事会）による利上げペースの加速に対する思惑やインフレ懸念の高まりから金利
が大きく上昇すると、市場のボラティリティが急激に高まり、株式市場は一時調整しました。４月以降
は、米中貿易摩擦への懸念等に振らされながらも、企業の業績成長が続く中、下値を徐々に切上げる展
開となりました。
　穀物市場は、過去数年の豊作で在庫率が高く、大豆やコーンは長期的な取引レンジの底値圏で横ばい
推移となりましたが、小麦価格は米国やロシアの天候要因で上昇しました。砂糖価格は、特に欧州の過
剰生産を背景に下落し、パーム油も需要が伸び悩む中、供給回復観測などから下落しました。農産物関
連の砂糖やパーム油の生産会社では株価が低迷する銘柄が目立ちました。圧搾・加工などを手掛ける農
業サービス関連でも、収益性が期待ほど改善しない銘柄が重荷となりました。一方、肥料価格は、原油
価格の上昇や中国の輸出減少に加え、業界再編による生産調整期待から底打ちとなりました。このため、
肥料関連は当ファンドの投資対象セクターの中でもっとも堅調でした。農業機械も数年来低迷していた
最終需要に回復がみられたことから堅調でした。農業化学では、大手２社の買収が完了したことで、競
争環境が改善しました。肉類価格は、当期の前半は需要拡大で上昇したものの、期末にかけては供給増
で反落しました。畜産関連企業は、各国内要因や企業固有の材料でまちまちな動きでした。

前期における「今後の運用方針」

■当ファンド
　「アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）」の組入比率を、通常
の状態で高位に維持することを基本とします。
■アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）
　高水準の穀物生産量と価格の低位推移という状況は、数量効果の大きい農業サービス関連銘柄や、コ
スト安の恩恵を受ける畜産関連銘柄にとってプラス要因であり、現在の高い組入比率を維持する方針で
す。農業サポート関連銘柄では、肥料・農業機械関連銘柄などへの慎重な姿勢を当面続ける方針です。
■ダイワ・マネー・マザーファンド
流動性と資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行なう方針です。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

ポートフォリオについて (2017.６.13～2018.６.12)

■当ファンド
　当ファンドは、「アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）」と
「ダイワ・マネー・マザーファンド」へ投資するファンド・オブ・ファンズです。当期は、アムン
ディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）を高位に組み入れました。
■アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）
　当期は、肥料と農業機械の比率を引き上げた一方、見通しが悪化した砂糖関連や穀物加工会社中心に
農産物と農業サービスの比率を引き下げました。肥料関連では、ヤラ・インターナショナル（窒素系肥
料の世界売上シェアトップのノルウェー企業）に新規投資し、既存銘柄についても買い増しました。農
業機械ではＣＮＨインダストリアル（オランダ国籍の農業機械メーカー）に新規投資を行ない、ディア
（米国の農機・建機メーカー）についても組み入れを拡大しました。農産物関連では、ズートツッカー
（ドイツの砂糖メーカー）とサン・マルティーニョ（ブラジルの砂糖・エタノール生産会社）を全売却
しました。農業サービスでは見通しが悪化したコルビオン（乳酸関連で世界最大級のオランダ企業）を
全売却しました。畜産では全体の比率に大きな変化はないものの、見通しの悪化したＢＲＦ（ブラジル
の畜産大手）の全売却など、銘柄の入れ替えを実施しました。地域別では新興国とアジアの比率が低下
し、欧州が上昇しました。
■ダイワ・マネー・マザーファンド
　流動性と資産の安全性に配慮し、短期の国債、現先取引およびコール・ローン等による運用を行ない
ました。

ベンチマークとの差異について

　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
　以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。
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基準価額
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

分配金について

　当期の１万口当り分配金（税込み）は100円といたしました。
　収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（１万口当り）」をご参照ください。
　なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（１万口当り）

項 目
当 期

2017年６月13日
～2018年６月12日

当期分配金（税込み） （円） 100
対基準価額比率 （％） 0.84
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） 100

翌期繰越分配対象額 （円） 2,354
（注１）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以
外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額
です。

（注２）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注３）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

■収益分配金の計算過程（１万口当り）
項 目 当 期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 0.00円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0.00
(ｃ) 収益調整金 717.28
(ｄ) 分配準備積立金 1,737.64
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 2,454.92
(ｆ) 分配金 100.00
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 2,354.92
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。

今後の運用方針
■当ファンド
　アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）の組入比率を、通常の状
態で高位に維持することを基本とします。
■アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）
　高水準の穀物生産量と価格の低位推移という状況が恩恵となる農業サービスと畜産のほか、需給改善
が期待される肥料関連の組入比率を高位としていますが、穀物価格が上昇トレンドに転じる見込みが強
まれば、肥料のほかに農業機械や農業化学などの配分を引き上げていく方針です。ただし、個別には米
中貿易摩擦の影響が大きい銘柄もあり、米中の交渉進展状況や穀物価格のトレンド、株価バリュエー
ションなどを注視して、組入比率とセクター配分を調整していく方針です。
■ダイワ・マネー・マザーファンド
流動性と資産の安全性に配慮し、安定的な運用を行ないます。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

１万口当りの費用の明細

項 目
当期

（2017.６.13～2018.６.12） 項 目 の 概 要
金 額 比 率

信 託 報 酬 138円 1.172％
信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

期中の平均基準価額は11,751円です。

（投 信 会 社） （44） （0.378）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目
論見書・運用報告書の作成等の対価

（販 売 会 社） （89） （0.756）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後
の情報提供等の対価

（受 託 銀 行） （4） （0.038） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ―
売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ―
有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 1 0.008 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） （1） （0.008） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合 計 139 1.180
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した

結果です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のう
ち、このファンドに対応するものを含みます。

（注２）各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。なお、当該投資信
託証券の直近の計算期末時点における「１万口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示すること
としております。

（注３）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注４）比率欄は１万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

■売買および取引の状況
(1) 投資信託受益証券

（2017年６月13日から2018年６月12日まで）
買 付 売 付

口 数 金 額 口 数 金 額

国

内

千口 千円 千口 千円
アムンディ・
アグリ・アップ
ストリーム株
ファンド
(適格機関
投資家専用)

57,234.327 100,000 278,233.532 482,000

（注１）金額は受渡し代金。
（注２）金額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況
(1) 当ファンドにおける期中の利害関係人との取引状況

　当期中における利害関係人との取引はありません。

 (2) ダイワ・マネー・マザーファンドにおける期中の利
害関係人との取引状況

（2017年６月13日から2018年６月12日まで）
決 算 期 当 期

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃ

う ち 利 害
関係人との
取引状況Ｂ

Ｂ／Ａ
う ち 利 害
関係人との
取引状況Ｄ

Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公社債 3,260 480 14.7 － － －
コール・ローン 16,201,036 － － － － －
現先取引
（その他有価証券） 245,999 － － 245,999 － －

（注）平均保有割合0.0％
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビー
ファンドのマザーファンド所有口数の割合。

(2) 親投資信託残高

種 類
期 首 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ・マネー・マザーファンド 4,974 164 167
（注）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
(1) ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファン
ドの明細

フ ァ ン ド 名
当 期 末

口 数 評 価 額 比 率
国内投資信託受益証券 千口 千円 ％
アムンディ・アグリ・アップストリー
ム株ファンド（適格機関投資家専用） 782,861.069 1,387,386 99.5

（注１）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注２）評価額の単位未満は切捨て。

(3) 期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人への
支払い比率

　当期中における売買委託手数料の利害関係人への
支払いはありません。

※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される
利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証券で
す。

■投資信託財産の構成
2018年６月12日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

投資信託受益証券 1,387,386 98.1
ダイワ・マネー・マザーファンド 167 0.0
コール・ローン等、その他 26,611 1.9
投資信託財産総額 1,414,165 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

(2) 親投資信託受益証券の設定・解約状況
（2017年６月13日から2018年６月12日まで）

設 定 解 約
口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円
ダイワ・マネー・マザーファンド － － 4,809 4,900
（注）単位未満は切捨て。
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■資産、負債、元本および基準価額の状況
2018年６月12日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 1,414,165,852円

コール・ローン等 26,611,684
投資信託受益証券(評価額) 1,387,386,386
ダイワ・マネー・マザーファンド(評価額) 167,782

(Ｂ) 負債 20,116,773
未払収益分配金 11,781,092
未払信託報酬 8,278,228
その他未払費用 57,453

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,394,049,079
元本 1,178,109,249
次期繰越損益金 215,939,830

(Ｄ) 受益権総口数 1,178,109,249口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,833円

＊期首における元本額は1,490,628,421円、当期中における追加設定元本額は
114,755,698円、同解約元本額は427,274,870円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は11,833円です。

■損益の状況
当期　自2017年６月13日　至2018年６月12日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △     11,508円

受取利息 1,881
支払利息 △     13,389

(Ｂ) 有価証券売買損益 105,877,335
売買益 131,360,584
売買損 △ 25,483,249

(Ｃ) 信託報酬等 △ 17,908,156
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 87,957,671
(Ｅ) 前期繰越損益金 90,784,971
(Ｆ) 追加信託差損益金 48,978,280

(配当等相当額) (　 84,504,291)
(売買損益相当額) (△ 35,526,011)

(Ｇ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 227,720,922
(Ｈ) 収益分配金 △ 11,781,092

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 215,939,830
追加信託差損益金 48,978,280
(配当等相当額) (　 84,504,291)
(売買損益相当額) (△ 35,526,011)
分配準備積立金 192,932,070
繰越損益金 △ 25,970,520

（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注３）収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 0円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0
(ｃ) 収益調整金 84,504,291
(ｄ) 分配準備積立金 204,713,162
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 289,217,453
(ｆ) 分配金 11,781,092
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 277,436,361
(ｈ) 受益権総口数 1,178,109,249口
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収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
１ 万 口 当 り 分 配 金 100円

●＜分配金再投資コース＞をご利用の方の税引き分配金は、６月12日現在の基準価額（１万口当り11,833円）に基づいて自動的に
再投資いたしました。

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金で
す。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配
金）を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％および地方税５％）の税率による源泉徴収が行なわ
れ、申告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）
を選択することもできます。
・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」および未成年者少額投資非課税制度「ジュニアＮＩＳＡ」の適用対象
です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い合わせください。
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 <補足情報>
　当ファンド（ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド）が投資対象としている「ダイワ・マネー・マザーファン
ド」の決算日（2017年12月11日）と、当ファンドの決算日が異なっておりますので、当ファンドの決算日（2018
年６月12日）現在におけるダイワ・マネー・マザーファンドの組入資産の内容等を11ページに併せて掲載いたしまし
た。

■ダイワ・マネー・マザーファンドの主要な売買銘柄
　公　社　債

（2017年６月13日から2018年６月12日まで）
買 付 売 付

銘 柄 金 額 銘 柄 金 額
千円 千円

679 国庫短期証券　2017/７/31 1,700,018
672 国庫短期証券　2017/６/26 460,006
675 国庫短期証券　2017/７/10 300,001
707 国庫短期証券　2017/12/11 230,001
723 国庫短期証券　2018/３/５ 210,001
355 ２年国債 0.1%　2017/８/15 170,008
673 国庫短期証券　2017/７/３ 80,000
682 国庫短期証券　2017/８/14 60,000
680 国庫短期証券　2017/８/７ 50,001
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
　下記は、2018年６月12日現在におけるダイワ・マネー・マザーファンド（82,115,805千口）の内容です。

　国内その他有価証券
2018年６月12日現在

評 価 額 比 率
千円 ％

国内短期社債等 999,998 ＜1.2＞
（注１）＜　＞内は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注２）評価額の単位未満は切捨て。
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東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
http://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ・マネー・マザーファンド

運用報告書　第13期（決算日　2017年12月11日）

（計算期間　2016年12月10日～2017年12月11日）

ダイワ・マネー・マザーファンドの第13期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 主としてわが国の公社債への投資により、利息収入の確保をめざして運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 本邦通貨表示の公社債

運 用 方 法
①わが国の公社債を中心に安定運用を行ないます。
②邦貨建資産の組み入れにあたっては、取得時に第二位（A-2格相当）以上の短期格付であり、
かつ残存期間が１年未満の短期債、コマーシャル・ペーパーに投資することを基本とします。

株 式 組 入 制 限 純資産総額の30％以下
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年 月 日 基 準 価 額 公 社 債
組 入 比 率騰 落 率

円 ％ ％
(期首)2016年12月９日 10,194 － 30.1

12月末 10,194 0.0 －
2017年１月末 10,194 0.0 30.7

２月末 10,193 △0.0 24.6
３月末 10,193 △0.0 －
４月末 10,192 △0.0 32.5
５月末 10,191 △0.0 5.2
６月末 10,191 △0.0 0.5
７月末 10,190 △0.0 0.1
８月末 10,190 △0.0 －
９月末 10,189 △0.0 －
10月末 10,189 △0.0 －
11月末 10,188 △0.1 －

(期末)2017年12月11日 10,188 △0.1 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除

きます。
（注３）当ファンドは、利息収入の確保をめざして安定運用を行なっており、ベン

チマークおよび参考指数はありません。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
　期首：10,194円　期末：10,188円　騰落率：△0.1％
【基準価額の主な変動要因】
低金利環境が継続したことなどから、基準価額は下落しました。
◆投資環境について
○国内短期金融市況
　期首より、日銀は「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」を維
持しました。このような日銀の金融政策を背景に、国庫短期証券
（３カ月物）の利回りおよび無担保コール翌日物金利はマイナス圏
で推移しました。

◆前期における「今後の運用方針」
流動性と資産の安全性に配慮し、安定的な運用を行ないます。
◆ポートフォリオについて
　流動性と資産の安全性に配慮し、短期の国債、現先取引およびコー
ル・ローン等による運用を行ないました。

■当期中の基準価額の推移

10,186

10,188

10,190

10,192

10,194

10,196

期　首
（2016.12.９）

期　末
（2017.12.11）

（円）

基準価額

◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　流動性と資産の安全性に配慮し、安定的な運用を行ないます。

■売買および取引の状況
(1) 公　社　債

（2016年12月10日から2017年12月11日まで）
買 付 額 売 付 額

国
内

千円 千円
国債証券 210,925,408 －

(231,500,000)
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）(　 )内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注３）単位未満は切捨て。

(2) その他有価証券
（2016年12月10日から2017年12月11日まで）

買 付 額 売 付 額
国
内

千円 千円
国内短期社債等 246,999,814 246,999,819

(          －)
（注１）金額は受渡し代金。
（注２）(　 )内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注３）単位未満は切捨て。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 ―円
有価証券取引税 ―
その他費用 0
（その他） （0）

合 計 0
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって

受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。費用の項
目および算出法については前掲の「１万口当りの費用の明細」の項目の概
要をご参照ください。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

■主要な売買銘柄
　公　社　債

（2016年12月10日から2017年12月11日まで）
当 期

買 付 売 付
銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
645 国庫短期証券  2017/２/20 27,570,641
657 国庫短期証券  2017/４/17 17,880,344
642 国庫短期証券  2017/２/６ 17,230,250
652 国庫短期証券  2017/３/27 16,550,132
659 国庫短期証券  2017/４/24 16,270,410
669 国庫短期証券  2017/６/12 15,870,490
651 国庫短期証券  2017/３/21 13,160,344
644 国庫短期証券  2017/５/12 11,970,533
638 国庫短期証券  2017/１/16 9,360,075
648 国庫短期証券  2017/３/６ 7,370,272
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）単位未満は切捨て。
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■組入資産明細表
国内その他有価証券

当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
国内短期社債等 999,999 <1.4>
（注１）<　>内は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注２）評価額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2017年12月11日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

コール・ローン等、その他 69,737,046 100.0
投資信託財産総額 69,737,046 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2017年12月11日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 69,737,046,159円

コール・ローン等 68,737,047,077
現先取引(その他有価証券) 999,999,082

(Ｂ) 負債 60,400,000
未払解約金 60,400,000

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 69,676,646,159
元本 68,390,547,168
次期繰越損益金 1,286,098,991

(Ｄ) 受益権総口数 68,390,547,168口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,188円

＊期首における元本額は66,967,614,984円、当期中における追加設定元本額は
143,241,011,614円、同解約元本額は141,818,079,430円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイ
ワ・グローバルＩｏＴ関連株ファンド　－ＡＩ新時代－　（為替ヘッジあり）
977,694円、ダイワ・グローバルＩｏＴ関連株ファンド　－ＡＩ新時代－　（為
替ヘッジなし）977,694円、ダイワＦＥグローバル・バリュー（為替ヘッジあ
り）98,069円、ダイワＦＥグローバル・バリュー（為替ヘッジなし）98,069円、
ダイワ／“ＲＩＣＩ®”コモディティ・ファンド8,952,508円、ＵＳ債券ＮＢ戦
略ファンド（為替ヘッジあり／年１回決算型）1,676円、ＵＳ債券ＮＢ戦略ファ
ンド（為替ヘッジなし／年１回決算型）1,330円、ＮＢストラテジック・インカ
ム・ファンド＜ラップ＞米ドルコース981円、ＮＢストラテジック・インカム・
ファンド＜ラップ＞円コース981円、ＮＢストラテジック・インカム・ファンド
＜ラップ＞世界通貨分散コース981円、ＤＣダイワ・マネー・ポートフォリオ
2,898,147,134 円、ダイワファンドラップ　コモディティセレクト
317,088,630円、ダイワ米国株ストラテジーα（通貨選択型）　－トリプルリ
ターンズ－　日本円・コース（毎月分配型）132,757円、ダイワ米国株ストラテ
ジーα（通貨選択型）　－トリプルリターンズ－　豪ドル・コース（毎月分配
型）643,132円、ダイワ米国株ストラテジーα（通貨選択型）　－トリプルリ
ターンズ－　ブラジル・レアル・コース（毎月分配型）4,401,613円、ダイワ米
国株ストラテジーα（通貨選択型）　－トリプルリターンズ－　米ドル・コース
（毎月分配型）12,784円、ダイワ／フィデリティ北米株式ファンド　－パラダ
イムシフト－9,853,995円、ブルベア・マネー・ポートフォリオⅣ　
25,987,316,146円、ブル３倍日本株ポートフォリオⅣ　31,864,786,854円、
ベア２倍日本株ポートフォリオⅣ　7,199,848,570円、ダイワＦＥグローバ
ル・バリュー株ファンド（ダイワＳＭＡ専用）4,090,590円、ダイワ米国高金利
社債ファンド（通貨選択型）ブラジル・レアル・コース（毎月分配型）155,317
円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）日本円・コース　（毎月分配

型）38,024円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）米ドル・コース
（毎月分配型）4,380円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）豪ド
ル・コース（毎月分配型）22,592円、ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファン
ド164,735円、ダイワ日本リート・ファンド・マネー・ポートフォリオ
68,368,780円、ダイワ新興国ハイインカム・プラスⅡ　－金積立型－501,660
円、ダイワ新興国ハイインカム債券ファンド（償還条項付き）為替ヘッジあり
1,004,378円、ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（資産成長コース）33,689
円、ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（通貨αコース）96,254円、ダイワ・
インフラビジネス・ファンド　－インフラ革命－　（為替ヘッジあり）988,283
円、ダイワ・インフラビジネス・ファンド　－インフラ革命－　（為替ヘッジな
し）4,926,018円、ダイワ米国ＭＬＰファンド（毎月分配型）米ドルコース
285,029円、ダイワ米国ＭＬＰファンド（毎月分配型）日本円コース144,570
円、ダイワ米国ＭＬＰファンド（毎月分配型）通貨αコース13,437,960円、ダ
イワ英国高配当株ツインα（毎月分配型）98,107円、ダイワ英国高配当株ファ
ンド98,107円、ダイワ英国高配当株ファンド・マネー・ポートフォリオ
1,229,944円、ダイワ・世界コモディティ・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）
235,407円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）南アフリカ・ラン
ド・コース（毎月分配型）1,097円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択
型）トルコ・リラ・コース2,690円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択
型）通貨セレクト・コース（毎月分配型）1,350円、ダイワ・オーストラリア高
配当株α（毎月分配型）　株式αコース98,203円、ダイワ・オーストラリア高
配当株α（毎月分配型）　通貨αコース98,203円、ダイワ・オーストラリア高
配当株α（毎月分配型）　株式＆通貨ツインαコース982,029円、ダイワ米国株
ストラテジーα（通貨選択型）　－トリプルリターンズ－通貨セレクト・コース
（毎月分配型）98,174円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は10,188円です。

■損益の状況
当期　自2016年12月10日　至2017年12月11日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △   41,076,414円

受取利息 △    5,752,611
支払利息 △   35,323,803

(Ｂ) 有価証券売買損益 △        9,224
売買損 △        9,224

(Ｃ) その他費用 △      196,417
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △   41,282,055
(Ｅ) 前期繰越損益金 1,302,196,055
(Ｆ) 解約差損益金 △2,715,466,915
(Ｇ) 追加信託差損益金 2,740,651,906
(Ｈ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 1,286,098,991

次期繰越損益金(Ｈ) 1,286,098,991
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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